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酢
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誰
附
加

川棚間川

青少年

珠算競技大会

牢珍

六
月
十
七
日
、
町
民
会
館
に
小
・
中

学
生
六
百
二
十
二
名
の
参
加
者
を
集
め

て
、
珠
算
競
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

こ
の
大
会
も
、
今
年
で
二
十
一
回
目

を
数
え
、
多
く
の
先
輩
た
ち
が
実
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
伝
統
あ
る
競
技
会
。

こ
の
日
も
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
な
か

先
輩
た
ち
に
負
け
ま
い
と
、
暑
さ
を
忘

れ
て
、
先
生
の
．
は
じ
め
な
さ
い
″
の

声
に
、
全
神
経
を
小
さ
な
指
先
に
集
中

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

各
兢
技
別
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

▼
個
人
の
部

。
小
学
四
年

一
位
　
楕
松
真
紀
子
　
二
位
　
茅
野

和
美
　
三
位
　
塘
添
枝
美

。
小
学
五
年

一
位
　
吉
住
千
鶴
　
二
位
　
中
島
武

司
　
三
位
　
前
川
早
苗

。
小
学
六
年

一
位
　
舟
江
ち
づ
る
　
二
位
　
楠
木

由
紀
子
　
三
位
　
樺
山
仁
美

。
中
学
．
一
年

一
位
　
藤
田
し
お
り
　
二
位
　
原
和

子
　
三
位
　
今
橋
浩
子

▼
読
上
の
部

口
小
学
の
部

一
位
　
山
本
佳
奈
　
二
位
　
舟
江
ち

さ
と
　
三
位
　
舟
江
ち
づ
る

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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。
中
学
の
部

一
位
　
今
橋
浩
子
　
二
位
　
柴
田
紀

代
美
　
三
位
　
藤
田
し
お
り

▼
読
上
暗
算
の
部

。
小
学
の
部

一
位
　
正
野
美
代
子
　
二
位
　
賀
屋

顕
彦
　
三
位
　
楠
木
由
起
子

。
中
学
の
部

一
位
　
高
本
堅
二
　
二
位
　
藤
田
し

お
り
　
三
位
　
植
木
千
奈
美

▼
団
体
の
部

。
小
学
四
年

一
位
　
下
二
町
住
　
二
位
　
み
ず
ほ

。
小
学
五
年

二
位
　
吉
田
一
二
位
　
苫
田
団
地

。
小
学
六
年

一
位
　
み
ず
ほ
　
二
位
　
猪
熊

。
中
学

一
位
　
み
ず
ほ
　
二
位
　
下
二
町
住

。
リ
レ
ー
競
技

一
位
　
下
二
町
住
　
二
位
　
吉
田
二

。
地
区
総
合

一
位
　
み
ず
ほ
　
二
位
　
吉
田
団
地
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く
り
か
え
す
ま
い

水
難
事
故

子
供
の
水
遊
び
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
連
日
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
、
子
供

の
水
死
事
故
の
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
の
近
く
に
は
、
芦
屋
、
波
涛

相
原
の
海
水
浴
場
や
遠
賀
川
な
ど
の
大

小
の
河
川
、
溜
池
が
多
く
あ
り
、
危
険

箇
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

折
尾
警
察
署
で
は
、
八
月
ま
で
を
「

水
の
事
故
0
作
戦
」
と
な
づ
け
て
危
険

箇
所
に
立
札
を
た
て
た
産
ソ
、
特
別
巡
回

を
実
施
し
て
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
遠
賀
町
で
は
、
す
で
に
幼
児
の

犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
の
事
故
を
な
く
す
た

め
に
、
家
庭
の
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
危
険
な
川
や
池
で
、
泳
い
だ
り
し
て

い
る
子
供
を
見
か
け
た
ら
注
意
し
て

や
め
ま
し
ょ
う
。

㊥
小
さ
い
子
供
だ
け
の
魚
取
り
や
水
遊

び
は
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う

④
水
の
事
故
は
、
家
庭
の
泉
水
、
防
火

用
水
な
ど
思
わ
ぬ
所
で
も
起
き
て
い

ま
す
。
来
客
や
炊
事
、
洗
濯
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
の
間
に
幼
児
の
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
目
を
離
さ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
防
火
用
水
の
柵
や
金
網
が
老
朽
化
し

て
い
る
箇
所
は
、
修
理
補
強
し
ま
し

ょ
，
つ
。

⑤
川
や
池
に
落
ち
た
ら
、
大
声
で
附
近

に
知
ら
せ
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う

◎
医
師
の
処
分
で
調
合
さ
れ
た
薬
は
、

た
と
え
症
状
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ

て
も
、
当
人
以
外
は
、
絶
対
に
使
用

し
な
い
。

㊥
暗
が
り
で
薬
な
ど
扱
っ
た
り
飲
ん
だ

り
し
な
い
。

誤
っ
て
飲
ん
でし

ま
っ
た
ら

①
急
い
で
救
急
車
か
医
師
を
た
の
む
。

㊥
意
識
の
あ
る
時
は
、
指
や
ス
プ
ー
ン

の
柄
で
、
の
ど
を
刺
激
し
て
吐
か
せ

る
。
（
ぬ
る
ま
湯
や
牛
乳
を
多
量
に

飲
ま
せ
毒
物
を
薄
め
て
吐
か
せ
れ
ば

な
お
効
果
的
で
す
）

㊥
ト
イ
レ
洗
浄
用
の
強
酸
剤
、
流
し
を

通
す
た
め
の
ア
ル
カ
リ
剤
や
石
油
を

飲
ん
だ
時
は
、
吐
く
と
き
に
、
再
び

食
道
を
痛
め
る
た
め
、
無
理
に
吐
か

せ
な
い
。

④
意
識
を
失
っ
て
い
る
時
は
、
無
理
に

吐
か
せ
る
と
、
窒
息
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
く
医
師
に
任
せ
る
。

⑤
吐
い
た
も
の
、
飲
み
残
し
た
毒
物
を

持
参
し
て
医
師
に
見
せ
る
。

石
油
、
電
気
、
ガ
ス
ー
こ
れ
ら
の
ｌ
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
し
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
は
一
日
た
り
と
も
成
り
立
た
な

い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

と
く
に
、
わ
が
国
の
場
合
は
、
産
業

輸
送
、
民
生
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
約
七
割
を
石
油
で
ま
か
な
っ
て
お

り
、
そ
の
石
油
の
九
九
・
七
％
は
海
外

か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
石
油
に
依
存
し

て
い
る
の
で
す
。

資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
と
し
て
は
、

文
字
通
り
、
一
滴
た
り
と
も
石
油
を
お

ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。

消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー

「
毒
物
な
ど
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
と
き
」

わ
た
し
た
ち
は
毎
日
こ
れ
だ
け
の
石
油
を

糖
衣
錠
の
風
邪
薬
を
お
菓
子
と
思
っ

て
飲
ん
だ
り
、
牛
乳
の
空
き
瓶
に
入
っ

て
い
た
農
薬
を
飲
ん
で
、
死
ん
だ
子
供

も
多
く
い
ま
す
。
事
故
を
起
さ
な
い
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
次
の
こ
と
な
ど
を

考
え
て
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し

よ
，
つ
。

㊥
毒
物
、
農
薬
は
、
は
っ
き
り
明
記
し

決
ま
っ
た
場
所
に
保
管
す
る

㊥
食
畢
戸
棚
な
ど
、
食
べ
物
の
周
辺
に

薬
品
な
ど
を
置
く
の
は
や
め
る

㊥
レ
ッ
テ
ル
の
な
い
薬
物
、
飲
み
残
し

た
薬
な
ど
は
捨
て
る

④
子
供
が
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い

も
の
を
教
え
る

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
所
が
ま
と
め

た
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
よ
る
試
算
で

は
、
家
庭
生
活
を
営
む
上
で
、
日
本
人

一
人
一
日
当
た
句
、
牛
乳
ぴ
ん
約
十
七

本
分
の
石
油
を
使
っ
て
い
る
勘
定
に
な

り
ま
す
。

牛
乳
ビ
ン
約
十
七
本
分
の
石
油
－
こ

れ
は
電
気
や
ガ
ス
な
ど
直
接
使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
セ
く
、
住
居
や
衣
服
、

ヽ

＼

食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
を
作
る
の
に

使
わ
れ
た
間
接
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
て

石
油
に
換
算
し
た
も
の
で
、
親
子
四
人

の
模
準
世
帯
で
は
牛
乳
ビ
ン
約
六
十
八

本
分
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に

全
国
民
が
一
年
間
に
使
う
家
庭
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
計
算
し
ま
す
と
、
石
油
換
算

で
約
一
僚
五
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
な

り
、
国
全
体
の
年
間
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
約
四
割
に
相
当
し
ま
す
。
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国
民
年
金

無
年
金
者
に

特
例
納
付
の
制
度

上
昇
に
よ
る
年
金
の
目
減
り
を
補
う
も

の
で
、
い
ず
れ
も
今
の
年
金
額
に
比
べ

て
約
四
％
程
度
の
増
額
が
み
ら
れ
ま
す

こ
の
増
額
年
金
を
受
け
取
れ
る
の
は

六
月
、
七
月
、
八
月
の
各
月
分
が
支
払

わ
れ
る
九
月
の
支
払
期
月
か
ら
で
す
。

一
時
の
思
い
違
い
や
、
経
済
上
の
都

合
な
ど
で
、
国
民
年
金
に
当
然
加
入
す

る
は
ず
な
の
に
、
今
ま
で
加
入
し
な
か

っ
た
人
に
、
最
後
の
加
入
の
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
び
と
は
、
去
年
の
七
月
一
日

か
ら
、
来
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
の
二

年
間
に
加
入
の
手
続
き
を
済
ま
し
、
滞

納
し
て
い
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二‾‾耳‡丁’‥．－

滞
納
保
険
料
は
、
一
か
月
に
つ
き
四

千
円
の
割
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
、
資
格
期
間
を
滞
た
な
い
人
は
、

引
き
続
き
保
険
料
を
納
め
て
い
く
と
、

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
ま

す
。こ

の
申
出
の
で
き
る
人
は
、
明
治
四

十
四
年
四
月
二
日
以
降
の
生
ま
れ
で
、

国
民
年
金
へ
当
然
加
入
す
る
は
ず
の
人

で
す
。
任
意
加
入
の
人
に
は
通
用
さ
れ

ま
せ
ん
。年

金

額

に
物
価
ス
ラ
イ
ド

国
民
年
金
（
拠
出
）
の
老
齢
、
障
害

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
、
寡
婦
な
ど
の

年
金
額
は
、
七
月
分
か
ら
（
無
拠
出
は

八
月
か
ら
）
一
せ
い
に
改
定
さ
れ
ま
す

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
物
価

種　　　 別 改　　　　 正　　　　 前 改　　　　 正　　　　 後

拠

出

年

金

老 齢 年金
（1，3的円×納付月教＋1，300円× （1，3叫円×納付月数＋1声的円

免除月数×ガ）×1．167 ×免除月数×刃）×1，加7

10 年年金 287，100円（23．925円） 296．900円 （24．741円）

5　年年金 210．1∝）円（17，508円） 217．300円 （18．1帖円）

障 害 年金
1級 577，600円 597，5的円 （49．791円）

2組 462．100円 478，0伽円 （乳833円）

…母三巨 金 462，100円 478，0（氾円 く刃．833円）

相 可 ；霊 ‡ 2霊 加叫 ；霊 ‡ ：：霊

な
お
、
お
と
し
よ
り
な
ど
の
無
拠
出

の
福
祉
年
金
は
次
回
号
に
掲
載
し
ま
す

保

険

料

の

免

除

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
て
な
い
と
、
た
と
え

ば
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
て
も
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

ま
た
、
納
め
た
く
て
も
、
二
年
以
上

た
つ
と
時
効
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
も
家
計
が
苦
し
く
て
、
納

め
ら
れ
な
い
か
た
や
、
生
活
保
護
の
か

た
は
、
免
除
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金

係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
処
理
を
代
行
し
て
く
れ
る

労
働
保
険
事
務
組
合
制
度

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

主
の
み
な
さ
ん
は
、
業
種
や
規
模
の
い

か
ん
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
労
働
保
険
（

労
災
保
険
及
び
雇
用
保
険
）
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
加
入
手
続
き
が
め
ん
ど
う

で
あ
る
と
か
、
手
不
足
の
た
め
に
事
務

処
理
が
で
き
な
い
と
か
で
、
因
っ
て
ｌ
い

る
事
業
主
の
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
事
業
主
の
か
た
が
た
の

た
め
に
、
政
府
は
「
労
働
保
険
事
務
組

合
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
主
の
万
々
の
た
め

に
、
政
府
は
「
労
働
保
険
事
務
組
合
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
政
府
の
認
可
し
た
労

働
保
険
事
務
組
合
が
、
事
業
主
に
代
わ

っ
て
、
加
入
の
手
続
き
を
は
じ
め
保
険

料
の
納
付
、
そ
の
他
労
働
保
険
事
務
を

一
括
し
て
処
理
す
る
も
の
で
す
。

従
業
員
が
三
百
人
（
金
融
・
保
険
・

不
動
産
・
小
売
り
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五

十
人
、
卸
売
業
は
百
人
）
以
下
の
事
業

主
の
方
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
、
こ
の

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
八
幡
職
業
安
定
所

及
び
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

櫛
国際児童年1979

今
年
は
国
際
児
童
年
。

国
連
で
、
児
童
権
利
宣
言
が
採
択
さ

れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
二
十
年
目
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
〝
子
供

は
民
族
の
宝
、
世
界
の
宝
″
と
い
う
認

識
の
も
と
に
、
子
供
た
ち
の
幸
せ
に
つ

い
て
皆
で
考
え
よ
う
、
と
い
う
年
な
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
は
、

子
供
た
ち
の
世
界
を
直
視
し
、
そ
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
理
解
す
る
と
と
も
に

新
し
い
親
子
関
係
の
あ
り
方
を
兄
い
だ

し
た
い
も
の
で
す
。

畢甲血液

ｌ糾す合い運料

日時　7月17日（金曜）9時30分～16時

場所　町民会館

主催　日赤北九血液センター

町社会福祉協議会

献
血
者
減
り

保
存
血
液
ピ
ン
チ

〝
毎
日
が
自
転
車
操
業
″

血
液
は
、
科
学
の
進
歩
し
た
今
日
に

お
い
て
も
、
な
お
人
工
的
に
作
り
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
輸
血

に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
健
康
な
人
の

献
血
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

し
か
も
、
保
存
血
液
の
有
効
期
間
は

採
血
後
四
日
目
か
ら
二
十
一
日
と
非
常

に
短
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
、
夏

季
に
は
献
血
者
が
減
少
し
、
血
液
が
ピ

ン
チ
状
態
で
す
。
こ
の
献
血
量
の
低
下

す
る
夏
季
を
の
り
切
る
た
め
昭
和
四
十

五
年
七
月
か
ら
（
毎
年
七
月
を
）
　
「
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間
」
と
し
、

こ
の
期
間
の
血
液
確
保
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

も
、
上
記
の
日
程
で
献
血
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

近所のかたが迷惑しています……飼犬は必ずつないでおきましょう
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結
核
及
び
成
人
病

地
区
巡
回
検
診

本
年
度
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
に

よ
る
結
核
検
診
と
成
人
病
の
一
般
検
診

（
検
尿
・
血
圧
測
定
）
を
左
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
の
公
民
館
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
1
6
歳
以
上

▼
料
　
金
　
無
料

▼
場
所
及
び
日
時

。
猪
熊
公
民
館
　
7
月
1
7
日
　
午
前

。
古
賀
公
民
館
ム
7
月
1
7
日
　
午
後

。
吉
田
団
地
公
民
醇
　
7
月
1
9
日

午
前

。
身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
南
中
跡

地
）
　
　
　
　
7
月
1
9
日
　
午
後

。
遠
賀
保
健
所
　
7
月
2
5
日
　
午
前

。
上
二
町
任
公
民
館
　
　
7
月
2
7
日

午
前

。
み
ず
ほ
団
地
公
民
館
　
7
月
2
7
日

午
後

午
前
は
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

午
後
は
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

ゴ
ミ
袋
出
張
販
売

一
般
家
庭
ゴ
ミ
出
し
用
の
ポ
リ
袋
を

次
の
日
程
で
出
張
販
売
い
た
し
ま
す
。

役
場
窓
口
で
販
売
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
最
寄
の
公
民

館
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価

額

　

1

0

0

枚

－

1

2

0

0

円

▼
日
時
及
び
場
所

。
7
月
1
6
日
　
午
前
　
猪
熊
公
民
館

。
7
月
1
6
日
　
年
後
　
古
賀
区
公
民
館

。
7
月
1
7
日
　
午
前
　
吉
田
一
公
民
館

。
7
月
1
7
日
　
午
後
　
吉
田
二
公
民
館

。
7
月
1
8
日
　
午
前
　
吉
田
三
公
民
館

。
7
月
1
8
日
　
午
後
　
み
ず
ほ
公
民
館

。
7
月
1
9
日
　
9
時
3
0
～
1
2
時
と
1
3
時

3
0
分
～
1
6
時
　
役
場
酉
別
館

年
前
は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

午
後
は
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

野
犬
狩
り
－
吉
田

六
月
行
な
わ
れ
る
予
定
で
し
た
、
吉

田
地
区
の
野
犬
狩
り
は
、
雨
天
の
た
め

次
の
と
お
り
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
1
1
日
年
後
6
時
～
7
月

1
2
日
午
前
8
時

▼
地
区
　
吉
田
一
、
二
、
三

▼
薬
物
表
示
　
黄
色
の
旗

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
7
月
1
8
日
～

1
9
日
に
延
期
し
ま
す
。

住
民
票
な
ど
手
数
料
が

八
月
か
ら
百
円
に

六
月
議
会
で
水
巻
町
手
数
料
条
例
が

審
議
さ
れ
、
現
行
七
〇
円
の
証
明
事
項

の
手
数
料
、
公
得
煩
の
閲
覧
が
八
月
一

日
か
ら
百
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

証
明
事
項
の
手
数
料
と
は

①
田
儀
証
明
㊥
身
分
に
関
す
る
証
明

⑧
住
民
要
の
写
④
戸
籍
附
票
の
謄
抄
本

⑤
税
務
に
関
す
る
証
明
⑥
営
業
に
関
す

る
証
明
⑦
そ
の
他
の
証
明

公
簿
の
閲
覧
と
は

①
住
民
基
本
台
帳
、
課
税
台
帳
、
字
図

㊥
そ
の
他
の
公
縛

重
度
後
遺
障
害
者
に

介
護
料
支
給

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

昭
和
5
4
年
8
月
か
ら
、
自
動
車
事
故
に

よ
る
後
退
障
害
者
の
う
ち
、
特
に
重
度

の
精
神
神
経
障
害
の
た
め
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
者
の
ご
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
介
護
料
を
次
の
と
お
り

支
給
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
介
護
料
　
1
日
1
3
千
円
（
自
宅
で

看
護
婦
以
外
の
介
護
人
の
場
合
は
千

5
▼
百
円
）

◎
申
込
み

受
給
資
格
の
認
定
書
な
ど
の
申
請
書

を
対
策
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
。

な
お
、
支
給
要
件
な
ど
く
わ
し
い
こ

と
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
（

博
多
駅
東
3
丁
目
1
0
番
1
7
号
陸
運
会
館

内

、

食

0

9

2

・

4

5

1

・

7

7

5

1

）
ま
で消

防
設
備
点
検

資
格
者
講
習
会

▼
期
日

。

第

1

種

　

9

月

5

日

～

7

日

。

第

2

種

　

9

月

1

9

日

～

2

1

日

▼
会
場
　
水
城
学
園
－
福
岡
市
中
央
区

長
浜
1
－
3
－
1

▼
受
付
け
7
月
2
日
～
2
0
日
ま
で
福
岡

県
消
防
設
備
安
全
協
会

申
請
書
交
付
及
び
く
わ
し
い
こ
と
は

都
消
防
本
部
（
禽
0
9
3
2
9
・
3
・

1

2

3

1

）

ま

で

皇
宮
護
衛
官
募
集

▼
資
格
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
～
3
7
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

▼
受
付
期
間
　
8
月
2
4
日
～
9
月
6
日

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
企
画
係
ま
で

「
水
巻
音
頭
」

レ
コ
ー
ド
発
売
中

昨
年
、
レ
コ
ー
デ
ィ
グ
し
、
盆
廟
り

で
大
変
活
躍
し
ま
し
た
「
水
巻
音
頭
」

の
レ
コ
ー
ド
を
一
部
七
百
円
（
実
質
）

で
お
渡
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
役
場
庶
務
係
ま
で

■
≡
ｔ
ｌ
■
≡
■
ｌ
■
≡
■
ｌ
■
≡
■
－
■
≡
■
－
Ｔ
≡
■
ｌ
ｌ
三
■
－
■
≡
■
－
■
≡
■
ｌ
■
≡
■
ｌ
ｔ
≡
■
－
■
≡
■
－
■
≡
■
ｌ
■
≡
■
－
■
≡
■
一
■
≡
ｔ
〓
■
≡
■
ｌ
■
ｌ

お
か
の
台
（
旧
三
ツ
頭
跡
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

福
岡
県
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

建
設
、
水
巻
町
お
か
の
台
県
住
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
公
募
戸
数
　
1
種
　
型
戸

2
種
ノ
鳴
声
㍉

▼
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
5
階
建

▼
間
ど
り
　
3
Ｄ
Ｋ
（
6
・
6
・
り

・
Ｄ
Ｋ
〕

▼
家
賃
（
予
定
）

1
種
　
2
万
7
千
円

2
種
　
2
万
円

▼
入
居
予
定
　
8
月
下
旬

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所

役
場
住
民
係
窓
口
、
北
九
州
土
木

事
務
所

▼
申
込
用
紙
交
付
・
受
付
期
間
　
し

7

月

1

6

日

（

月

曜

）

～

7

月

2

1

日

　

細

（
土
曜
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
庁
建

築
管
理
課
（
篇
0
9
2

1

1

1

1

内

線

4

5

9

ま
で

7

8

1

こ

7

1

7

）

（
参
考
）
給
与
所
得
の
場
合
の
年
間
総
収
入
基
準
表

（
収
入
を
得
て
い
る
者
が
一
人
の
と
き
）

日　曜在宅医
7月15日　前原医院　内・児科　樋　口　曾201・0553

7月22日　坂口医院　婦人科　頃　末　食201・2943

7月29日　楠本医院　内・児科　頃　末　曾201・2873

8月5日　永松医院　耳鼻科　頃　末　禽201・0386

診療時間は9時から17時　原則として往診は致しません。

あなたの役場です　電話（2◎互）4321番

□
発
行
人
水
蔓
伊
藤
衛
門
㌃
編
集

、

水
巻
町
企
画
財
政
票
電
2
。
1
1
4
才
紅

ロ
印
　
刷
　
　
冷
牟
繭
〓
印
錮
会
費
会
社

・
Ｌ
㌣
ｌ
Ｆ


